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令和２年１２月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

１２月１６日（水）午前１０時～・午後７時～

１２月１７日（木）午前１０時～・午後７時～

◯本会議は午前９時３０分から開催します。
◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。
◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

１２月  ４日（金）　　本会議（招集日）議案上程

１２月  ９日（水）　　本会議（第２日）一般質問

１２月１０日（木）　　本会議（第３日）一般質問

１２月１５日（火）　　本会議（第４日）議案質疑

１２月１７日（木）　　総務文教委員会

１２月１８日（金）　　建設福祉委員会

１２月２４日（木）　　本会議（最終日）討論・表決

Q　いつ頃の人？
Ａ　江戸時代、元禄時代の終わり頃に生まれ、
享保の改革、田沼政治の時代ごろに活躍しま
した。（1702～1783）
Q　どこに住んでいたの？
Ａ　鎌倉北条氏を祖とする藤ヶ瀬横井家は、
藤ヶ瀬村（現愛西市藤ヶ瀬町）に居を構えてい
ました。也有は、名古屋市に生まれ、隠居後も
前津（名古屋市中区）に隠棲していました。
Q　どんなことをしたの？
Ａ　尾張徳川家の家臣として働いた後、53歳
で隠居し、趣味の俳諧などに勤しみました。也
有には、『鶉衣』などの多くの著作があり、芭蕉
を代表とする「雅文派」に対して、「遊文派」の
代表として、俳文の双璧として高く評価されて
います。
　也有が、領地である藤ヶ瀬周辺を詠んだ歌
から８首を選んだ「藤ヶ瀬八景」には、市内の
藤ヶ瀬、鵜多須、川北、早尾が詠み込まれてい
ます。

Q　興味深いエピソードは？
Ａ　也有は、激務もあってか、体調不良を理由
に職を辞しました。しかし、その後の悠々自適
な隠居生活は、83歳で亡くなるまで続きまし
た。その間、多くの句と著作を残し、高く評価さ
れています。まさに第二の人生の達人と言える
のではないでしょうか。

◯藤ヶ瀬横井家は残っていませんが、也有は
菩提寺である西音寺（愛西市藤ヶ瀬町）に葬ら
れています。
　また、愛西市八開診療所の周りには、也有の
句碑がいくつか置かれています。

参考『也有と藤ヶ瀬』愛西市八開郷土資料室
取材協力　石田泰弘（佐織公民館長）

第19回取材しました！
　

愛西市の偉人①
芭蕉と双璧をなす俳人
横井也有（藤ヶ瀬町）
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